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　　はじめに

  「雪華図説」は江戸時代の後期に刊行された私家版の書物で、雪の結晶のスケッチ画が多数掲載された冊子である。その著者である土井利位としつらは、現在の茨城県古河こが市に居城を構えていた古河藩主で、家老の鷹見たかみ泉石せんせきの助力により、古河、江戸、大阪、京都における雪の結晶の観察のなかから二百に近いスケッチ画を正続二編の書物にまとめ、天保年間に発刊している。利位はこのなかで、雪の結晶は千差万別で二つと同じものがないことを記しており、これは、雪の結晶の写真集で著名な米国のベントレーが同様のことを述べる百年も前のことである。


「雪華図説」についてはこれまでに研究書や解説書が種々見られ、特に小林禎作著の復刻版及び考察は明細な内容が綴られている。それ故、ここでは先ず、漢文体や草書体で書かれている「雪華図説」（正・続）の本文を手軽に読むことができるように、その全体的な現代語訳の掲載を試みた。そして、「雪華図説」に関わる若干の解説に加え、利位や泉石らの記述内容や意図していたであろうことを読み取るべく努めた。また、付録として「雪華図説」の本文複写を末尾に添付した。雪華の図についてはこの付録を参照されたい。


小林による復刻版は、原本の体裁、図版の大きさなどが忠実に復刻されているとしている。この復刻版「雪華図説」を手に取ってみると、大きさはB６判の用紙にほぼ同じである。実は、この用紙のB規格は江戸時代の和紙のサイズによるものである。つまり、書面としての用紙の大きさは、江戸時代には美濃和紙の大きさ、いわゆる美濃判が幕府の公用紙とされていて、これは日本独自の用紙規格であるB４判に相当するものである。当時は、学術的な内容の書籍は美濃判を二つ折りにした美濃本（B５判）と呼ばれるサイズのものが主であったが、「雪華図説」は美濃判を四半分にした中本ちゅうほんというB６判の書籍で、娯楽本の草双紙と同じ大きさであった。「雪華図説」の体裁は実に庶民的なものであり、これが江戸市中に広く普及し、雪華図が「大炊おおい文様」として流行した要因の一つとも考えられる。


ところで、だいぶ以前のことであるが、著者は古河市に立ち寄る機会があった。ここの古河歴史博物館と、その隣にある古河藩の家老、鷹見泉石の保存家屋を訪ねるためであった。泉石は、利位の雪の観察および「雪華図説」の刊行に多大な貢献を為した人物で、当時のオランダおよびロシア、中国の文献や言語などに造詣の深かったことが知られている。


博物館の入口には、土井利位らが雪の結晶の観察に用いたとされる「蘭鏡らんきょう」、つまりオランダから伝来した顕微鏡が中央に据えられ、誰もの目を引く。館内には古河藩の来歴など、たくさんの資料が展示されており、そのなかに、雪の結晶の文様があしらわれた利位の書簡箋などが見られる。そして、出口の近くには「大塩平八郎召取めしとり棒」なる棍棒が、「大塩の乱」を鎮圧した利位と泉石の手柄の証拠として飾られていた。わざわざ「召取棒」と銘々されていることに「大塩平八郎の乱」の顛末について一段と興味を覚えた。なお、この辺りの展開については、中谷宇吉郎の「『雪華図説』の研究後日譚」や森鴎外の「大塩平八郎」などに詳しい。


「雪華図説」は、江戸時代における雪の学術的な文献とみなされるが、これについて単に現代の科学研究の立場から批判・検討を行うことよりも、当時の天然自然に対する利位および泉石の純朴な接し方や博物学的な研究の方法を読み取ることの方が有意義であるように思われる。このことからも、「雪華図説」（正・続）の全体を現代語に直して本書に掲載したわけである。


なお、この現代語訳は過年の北海道教育大学岩見沢校の学生による卒業論文を元にしている。また、表紙のさし絵は「雪華図説」の図版の一部で、本文に掲載されている雪の結晶のカラー写真は、北海道の大雪山系旭岳において撮影されたものである。
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一「雪華図説」の著者と構成
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    「雪華図説」の著者である土井利位（一七八九～一八四八）は、下総国しもうさのくに古河こ　が藩（現在の茨城県古河市）八万石の第十一代藩主で、寺社奉行、大阪城代、京都所司代、江戸城西丸老中、本丸老中、老中主座を歴任し、天保の改革では水野忠邦に代わって一時、主務を担った（図１）。なお、大阪城代を務めていた天保八年（一八三七）に大塩平八郎の乱を鎮圧している。
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土井利位は、官名を「大炊頭おおいのかみ」といい、土井大炊頭利位と称した。「大炊頭」とは、奈良時代の律令により定められた中央の機関「大炊寮」の長で、大炊寮は諸国から租税としての稲米や雑穀を収納し、それを各々の役所に配分する役割を担っていた。この官職は江戸時代には形式的に朝廷から任ぜられ、古河藩の初代藩主である土井利勝が任官し、それが世襲として利位に受け継がれた。

利位は、家老の・鷹見たかみ泉石せんせき（図２）の補佐により、文化・文政・天保年間（一八一〇年代～一八四〇年代）に古河、江戸、大阪、京都において、およそ三十年にわたり雪の結晶の観察を行い、そのスケッチ画を描き続けた。


家老の鷹見泉石（一七八五～一八五八）は、諱いみな（実名）を忠常、字あざな（成人男子の別名）を伯直はくちょくといい、通称を十郎左衛門あるいは又蔵といい、一般には鷹見十郎左衛門忠常と称していた。「泉石」という名は隠居後の号であり、その他の号として、楓所ふうしょ、可琴軒、書斎号（書斎の名）として泰西堂を用いた。また、ヤン・ヘンドリック・ダップルというオランダ名を得るほど蘭学に熱心で、さらにロシア語や中国語の習得にも努めていた。今日まで保存されている泉石の日記や書簡によれば、オランダから顕微鏡（蘭鏡）などの異国品を多数蒐集している。また、オランダ風説書、ナポレオンに関する資料、大黒屋光太夫など漂流人の聞き書き、アヘン戦争の情報やペリー来航関連の資料などの文物を集め、世界地図、オランダの地図、蝦夷地の地図、さらには天文・物理・化学等の自然科学に関わる訳文資料の入手に努めるなど、知識欲や研究心が極めて旺盛であった。そして、泉石の人脈は多岐にわたり、幕府役人や奉行はもちろんのこと、杉田玄白などの蘭学者や蘭語通詞、あるいは来日のオランダ人や唐人など、さらには谷文晁など種々の書家や画家、儒学者・国学者などに及んでいる。泉石は、このような知的蓄積をもとに利位の先代である土井利厚から古河藩の侍従として仕え、三河刈谷藩から利厚の養子に迎えられた利位とは藩主になる以前から親交を重ねていた。そして、利位の名のもとに「雪華図説」を刊行することになったわけである。


なお、図２の肖像画を描いた渡辺崋山は西洋の画法を取り入れてこの絵を作成したと伝えられているが、当時は鎖国政策により西洋といえばオランダに限られていたわけである。その頃のオランダはレンブラントやフェルメールに代表されるような画家により優れた肖像画が描かれており、崋山もそのような絵画を見て感銘し、影響を受けたのではないかと思われる。




    「正・雪華図説」は 天保三年（一八三二）の刊行と記されており、古河で観察された雪華、つまり雪の結晶のスケッチ図と、雪に関わる知見を掲載した書物である。その内容は掲載順に、土井利位の総説として、第一部 雪生成の理、第二部  雪華を顕視する法、第三部 雪の効用、八十六種の雪華図、そして鷹見泉石の跋文ばつぶん（後書き）、マルチネット著「格致かくち問答」から引用の雪華十二図、さらに、翠藍桂すいらんけい国寧くにやす（桂川国寧、甫賢ほけん[医師・蘭学者]）の跋文、となっている。


    これに引き続き、「続・雪華図説」が天保十一年（一八四〇年）に刊行された。これは、古河の他に大阪（天保四年～八年、利位が大阪城代として赴任）と京都（天保八年～九年、利位が京都所司代として赴任）、江戸（天保十年～十一年、利位が江戸城老中として赴任）で観察された雪華が載せられている。その内容は掲載順に、佐藤一斉[儒学者]の弁言（巻頭言）、土井利位の序文、九十七種の雪華図、そして、小松良翰りょうかん[利位の側近]の跋文、本間游晴ゆうせい[国学者]の跋文となっている。


    二「雪華図説」現代語訳


    　総　説（土井利位）

（雪生成の理）　＊ふりがな及び[　]内の補足・注釈は引用者　以下同じ

水というものはその形を変える。雪こそはその変化が最も奇妙なものである。海や陸の上にある空気は上昇して[冷えると]雲を形成する。雲は冷たい所に到達すればその温かさを失い、変化して雨になる。[つまり]水滴が空気中に浮いていることから、ひとつひとつがみんな円い形で、はじめの円はごく微細だが、しばらくして併合し、ついには重い水滴の状態[雨滴]になるのである。 

冬季は空気が上昇して同じように雲を形成し、冷却してまた円い水滴を生じる。冷却が厳しいとひとつひとつが凝固[凍結]し、さらに寒くなっても[水滴の場合と異なり各々が固体であるから]併合することがない。そこで各円点は互いに相寄って大きな円を形成しようとし、六つの円でひとつの円を囲み、ひらひらと空中を舞い落ち、このようにして天地の様子が[雨の場合とは]異なることになる。

それ故、寒さが甚だしいときは粒状になり、寒さが浅ければ花粉状となる。花粉状のものが降るとき、寒さが厳しい状態であればその小片はいっそう美しくなる。

およそ物はすべて、方形のものは必ず八つで一つを囲み、円形のものは六つで一つを囲むということは、定理中の定理で疑う余地のないことである。雪花が六出を示す理由もこれ以外にはない。立春後の雪はみな五出との俗説もあるが、それは受け入れ難い。

水は雪に変わればその重さは二四分の一に減少し[水の重さの二四分の一は比重が〇・〇四ということで、これは積もったばかりの積雪、つまり新雪の比重を指していると思われる]、ひらひらとひるがえる羽毛のようで、その花の形は全て六出しており、星の角のようである。その整った形、その潔いことは実に賞するに値する。
 雪の色の清白で他の色を交えないのは、光線をことごとく反射するからである。雪がもし黒色ならばどこも薄暗く、どうにも堪えられないだろう。

（雪華を顕視する法）

西洋の雪花を観察する方法[は以下の通りである]。雪が降りそうな空模様になってきたら、予めまず黒い八絲緞しゅすを空気中にさらして冷やしておき、雪が降ってきたら、その上に受ける。肉眼でも見ることができ、鏡を使って照らすと、[雪は光りを反射して]さらに燦然さんぜんと輝く。観察する時は吐く息がかからないようし、手のあたたかみを防ぎ、細い毛抜きでもって結晶をすくいあげるのである。私は、文化年間から雪の降るたびに黒塗りの漆器にこれを載せて、くわしく観察し、このようにして雪の写し図を作ってきたのである。

（雪の効用）

雪はその形の美しさだけではなく、効用もまた少なくない。大略、次の十四項があげられる。

第一、空気を清浄にし、汚れをとる。 

第二、空気が清浄になれば気分爽快になり、健康にもよい。

第三、積雪が常に山頂を寒い状態にしていることから、山岳地域に上昇した気流は[冷却されて]雲を生じ、雨や雪を降らせ、山間に大量の水を保持し、河川の源を養う。

第四、冬、寒さにあたって肢体がはれる病[しもやけの類]のときは、雪塊をもって患部を摩擦すると治る。また、冬至の雪水は甘く、大寒の流り病に効き、一切の出来物[おでき]をなおす。その他いろいろな病気には必須のもので、[雪は]医者が欠かすことのできないものである。

第五、[積雪は]広く地面を覆って寒さが土中に浸透するのを防ぐ。地中は寒冷とはならずに温かみが保たれるので、草も木も穴にこもった虫も生きながらえる。また、雪上に橇そりを走らせ、犬や鹿を使って重い荷を引いて速く行くことができる。だから、北辺[の国]は雪が多いが、害がなく利があるといえる。 

第六、雪の軽いことは毳むくげにもまさる。それで、冬、畠の蔬菜そさい穀物を覆ってもこれらを傷つけることなく、かえって寒さにいためられるのを防ぐ。 

第七、蔵穴に貯えた氷や雪は、夏の間、鳥や魚の肉の腐れを防ぎ、水などの飲物を冷やして、それらの貯蔵期間を長くすることができる。氷や雪は冬の間に貯え、夏になってとりだし、食肉を分け与えるときや葬祭賓客ひんかくの際に必ず用いるものである。これはまた、[雪による生活の]支援ということの一つである。

第八、冬の間、[積雪は]地面から出る水蒸気を減らし[雲量がおさえられるので]、冬の空が暗くならないで済む。もし、冬に地面からの水蒸気がたくさん空に満たされるならば、[雲が多くなって]冬の間は更に暗くなるだろう。

第九、雪の中にはもろもろの物を生育させる酸塩活機の気を含んでいる。それ故、土を肥沃にする。

第十、雪はキラキラ輝いていろいろな物を照らす。それで、北国においては冬の暗い室内を照らし、冬の夜に明かりを与える。 

第十一、積雪が一尺[約三十センチメートル]以上になると、越冬のイナゴを地中一丈[約三メートル]の深さに追いやる。その春には、必ず小雨がつづき、沢に水が豊かになり、天下の豊年をもたらすという。

第十二、学者は雪の研究を通じてものごとの諸原理を理解することができ、詩人、文人、画人たちも詩文を作ったり山川さんせんの雪景色を写生したりすることができる。 

第十三、雪のきらびやかなことは他に比べようがなく、汚れを清め、腐臭を除く。 それ故、中国や西洋においても、人の清廉潔白、物の清浄をいう場合、必ずそれを雪に比べる。我が国で[雪を]由伎ゆきというのもこの意によったものである。 

第十四、山地の雪は春になってゆっくりと融け、絶えず多くの川に適当な冷水を送り、水涸れを生じさせない。

以上、雪は人命のかかわるところが極めて大きく、夏は冷しく、冬は温かく、熱気をさまし、寒さを防ぐ。このような天地の神の技はもとより偶然のことではない[自然の理である]。路上の積雪について、我々はこれをただ踏んで通るだけのようであるが、感謝の気持ちをもたずにはおられないのである。

壬辰夏六月

 許鹿　　源　利位　述




（この後に八十六種の雪華図掲載） 

文政十一年以前　三十八種　古河

文政十一（一八二八）年　二種　古河

文政十三（一八三〇）年　十種　古河

天保三（一八三二）年一月三日　五種　古河

天保三（一八三二）年十二月九日　三十一種　古河






　跋（鷹見泉石）

我が[利位]公は学を好み、寓般の事物の理ことわりを熱心に追求する。臣である忠常[泉石]は最後まで忠実に奉公し、誇りをもって公にその教えを授け、お仕えした。公務の間も余暇があると雪の降る度にこれを観察し、それはこの春まで約二十年に及ぶ。その写し図は前に列したようなものである。近々、利位公はその図説を著し、これを出版する。謹んでお調べしたところ、西洋人マルチネットが著した『格致かくち問答』の観察図五百種余りの中に、類似するものが十二種図見られた。その中には利位公の図と全く同じものもある。洋の東西がどのように遠くても、好み尊ばれるものは同じであり、物の理もまた異なることがないことを知ることができる。このことは利位公の総説の中に記されている。その[マルチネットの]図を以下に列記する。桂君けいくん翠藍すいらんは公と交際が厚く、そのため公は之に校訂を頼み、かつこの後に跋文を書かせられた。今後、雪の降る折に新奇の形を検視することができれば、更にそれを補足したい。

公のこの盛挙は我が国では未だ無いことで、これはまた格物かくぶつ[ものごとの原理を窮めること]の一端である。ものごとを観察することに偽りや遅れがあってはならないということである。

壬辰十九日

臣　鷹見忠常　拜手恭識




（マルチネット図引用 十二図）





　跋（桂川国寧）

[天地]両間の万物には、少しも役立たないなどというものは存在しない。[自然から]それを享うける人は、ただその馨色けいしょく香味こうみを嘲弄ちょうろう[あざけりばかに]していると、却かえってその真実の用を知覚できない。人は、ものの真を知り、その道理を窮きわめ、そしてその馨色を愛めでるならば、ものの誤った認識を免まぬがれ、これに溺おぼれるという患わずらいが無くなる。風花雪月のようなもの[自然物]には人命の係わるところが極めて大きい。ところが、普通の人は茫然ぼうぜんとしていて、反省して悟さとることがない。人の情じょうというものは浮ついた華やかさを喜ぶだけで、沈着した真実を嫌う。才無きながらも私、國寧くにやすはかつて外国のいろいろな書籍を読んで、おおよそ雪花の説を知り、その功こうの偉大なることを感じた。

一般に、高い建物に珠簾しゅれん[たますだれ]をかかげ、大きな家屋を厚い壁で囲むのは、裕福な者の幼稚ようちな所作しょさで、論をわずらわすほどのことではない。また、貧しい我々のように、小さな舟に浮かび、蓑笠みのかさを出し、茶を煮て、詩を吟ぎんして、馬の背に乗って訪ね歩き、風流脱灑だっさい[世俗から離れる]を行うなどのことは、誰にも妨げられることではない。けれども、これらの行為は虚きょにして実じつのないことである。ものごとの道理を知り、その性質を窮きわめてのち、これを賞翫しょうがんする[めでる]に越したことはない。

思うに、雪が六出であるということは中国において知られており、『韓詩かんし外傳がいでん』に初めて記しるされている。中国は百般ひゃっぱんのことについて、その始まりは他の国に先立つものが多い。六花の名もまたそのひとつである。[雪花の]図は西洋において示されており、『格致かくち問答』に出ている。我が国においてはいまだ雪花を詳細に示したものがあるとは聞いていない。近年、[私の]知っていることを古河矦[土井公]にお教え差し上げた。驩晤かんご[勉強]において、[私には]ためになることが甚はなはだ多いが、なかでも、矦の雪花の図を観みて、神の目を驚かすほどの精妙せいみょうさは西洋の図を超えると思った。[このようなものは]古来より我が国では未だ無いことである。矦は初めてこれを著あらわすわけである。その精密で詳細であることは、ただ我が国だけではなく、外国の人もまた、今にも恐れて相手になることを避けようとするかのようである。これを漫然まんぜんと声色こわいろにふけることに比べれば、そのかけ離れていることはことさらである。
矦は富とみに居おり、貴とうときに位くらいし、耳目じもくの欲を求めて得られないことはない。けれども、心持ちを日新の学に留め、考えても考えてもあきることなく、こつこつと一心に努力して月日を重ねることはほとんど貧しい学者や貧素な書生に等しい。敬服せざるをえない。今年壬辰[天保三年]には矦の図は五十五種に及ぶ。これを求める人が少なくないので、[版木を]刻こくして[印刷して]冊子とし、私に意見を望まれた。矦は既すでに自らこれを験視けんしし、また中国や西洋の説を比べ合わせて良い方をとり、東洋をたずね、西洋に求めて、捜し求めることが殆ほとんど尽つき、精密詳細に説といて、これ以上に明備めいびすることはない。私の余計な言葉などは必要ないであろう。私はただ矦の知遇ちぐうをうけ、今まさに好学の厚こうを感じたところである。私の意見は辞退しようとしたが果たせず、またあえてそうしなかった。今ここに二つのことを申し述べる。一つは矦の説による雪の功こうについて賞しょうし、一つはこの盛挙せいきょに與あずかる喜びを[以下に]記しるす。

[雪は]絮わた[わたげ]の如く花の如く小園に集つどる。罪罪ざいざい[激しく]、密密みつみつ[重ね重ね]、また翻翻ほんほん[ひらひら]と降る。空に飛び空中をきれいにしてくれる。地に積もると、地下を温あたためる。積もった雪は一年中峰頂ほうちょうを護まもり、いつでも川の源を養やしない、田畑を絶えず潤うるおし、土を撃うつ喧騒けんそうが聞こえる。

雪の図は奇紋きもんを成列せいれつしており、細かくみると、一つ一つが[異なった]新しいものであることに驚く。この珍しい篇へん[図説]は、雲を絶する鳳おおとりの高みのようにすばらしい。このような私の拙語せつごは駿馬しゅんばに付いた蚊のように[役立たずでも遠くまで駆けることができ]、幸いなことである。世間の賞玩しょうがんの多くは、石鼎せきてい[石のかなえ]で茶を煎せんじ、未熟さを詠うたい、珠簾のなかで酒を温めて芸妓げいこに酔うというようなものである。ものごとの道理をきわめ、真理を論じるのはただ我が君だけである。

天保三年龍集壬辰秋七月

翠藍桂國寧　謹撰



三「続 雪華図説」現代語訳

　弁　言（佐藤一斉）

空林枯木[ものさびしい林や老木を]、一朝の華者[朝を一度、迎えるだけではなやかにするもの]は雪である。玉樓ぎょくろう銀壷ぎんこ[立派な御殿と器]を一夜にして満たすものは雪である。人は皆その[積雪による]大観たいかんが賞しょうするに値するものであることを知っているが、それを細視さいしすることもまたそこには妙趣みょうしゅがあることも知らない。

古河矦[土井利位公]が、かつて冬の日において雪を採とり、諦観ていかんしたところ、それらは等しく六花であった。雪を構成している各部分は花びらのようで、形状は一つに定まったものではない。万花ばんかのごとく、これらは各種ある。矦はこの後、雪が降るごとに必ず見定め、これを観察した。それらの形はますます多く、ますます奇妙である。これを編纂へんさんして図説と成し、ついにまた続図を著あらわした。およそ数十品、京都、大阪においても多く得ることができた。図は後に示すようなものである。

坦[私]はこのことについて以下のように述べる。なんという矦の好尚こうしょうの癖へきであろうと。とはいえども、これもまた格物[ものごとの原理を窮めること]の一つである。君子といえどもその造化ぞうか[天地自然]の理ことわりを廃はいすることはできない。矦は微細なことを明らかにし、繊細なことをきちんと示した。一般に、ものの大きさは外に求めるものではなく、その小ささは内に求めるものではないと。このようなことからまたものの形を見ると、大きなものは皆小さなものの集積である。一巻の石が山を成し、一勺しゃく[約〇・〇一八リットル]の水が海を成し、微細な雪が積もって大観を成す。これらは同一の理である。それ故に微かすかなることに慎つつしみをもち、細かなることに戒いましめをもつべきであり、これらはみな然しかるべきことである。

矦が欣然きんぜんとして[よろこんで快く]言われるには、この雪華図は私がこれまで聞いた格物の説にないものである。だからこそ、自警じけいす[自らをいましめる]べきであると。私はこの前言を引き受け、ここにそれを書き記す。

庚子上巳後一日[三月四日]

六十九禿坦拝題（佐藤一斉）





　序（土井利位） 

先年、私は雪華図説を著あらわした。その後、幕命によって大阪城に在ること四年、そして京都に一年を過ごした。この役職中にも昔の癖が改まらず、雪が降るたびに採取してはこれを観察した。一つとして六花をなさないものはなく、造物の妙に地域の限りなく、千変せんぺん万化ばんかして極まりないことを知った。前と異なるものを数種観察したので、これを集めて続編を著す。

古人の言い伝えとして「雪は豊年の兆ちょう、かくて大[きな]雪が降れば大豊作、小[さな]雪が降るときは小豊である」とあるが、大阪に来て初めて雪花の大小が豊凶に関わりが無いことを知った。関東の雪は形に大小が有ったとしても、一時にそれらが混じって降ってくることは無い。関東は近郊に山が無いので同じ所で生じた雪が降ってくるからであろう。これに対して京阪の雪は一時に大小のものが混じって降ってくるが、これは周りに山々があり、その遠くも近くもそれぞれから雪が風に運ばれてくるからであろう。[雪の大小と関係なく]もしそれにより寒気が地に徹とおり、諸々の虫を地中深く追いやるのなら、それがその豊年の兆きざしとなる。雪花の説は前編に詳しく書いてあるので、ここには再び記載しない。

天保十年己亥冬十一月

愛日軒主人　識




（この後に九十七種の雪華図掲載）

天保三（一八三二）年　八種　古河

天保四（一八三三）年　十六種　古河

天保五（一八三四）年　一種　大阪

天保六（一八三五）年十二月十六日　五種　大阪

天保六（一八三五）年十二月十九日　二十四種　大阪

天保七（一八三六）年　五種　大阪

天保八（一八三七）年十一月十八日　十種　京都

天保八（一八三七）年十二月二十九日　三種　京都

天保九（一八三八）年一月十六日　一種　京都

天保九（一八三八）年一月十八日　四種　京都

天保九（一八三八）年一月二十九日　五種　京都

天保十一（一八四〇）年　一五種　江戸






　跋（小松良翰）

公はかつて雪華図を作った。今また前者と異なる数十種を披露ひろうする。続作のこの図は天地の大なることを示すものである。万物がいくら多くても、一つとして道理の無いものはない。しかしその理ことわりを窮きわめる者は少ないであろう。雪は激しく降る。人はみな雪花をたたえる。しかし、その形状の興おこりやその理は知らない。前図説が出て、人は初めて雪が花のようになっていることを見た。続図説が出て、造物の妙の極まりがないことを知った。六出の名は偽りではなかった。公のこの盛挙せいきょについて、どうしてこれを戯たわむれ弄もてあそんでいるといえるだろうか。公はいま執政のなかにある。朝から晩まで食事をする暇もなかった。そして、切々と著作をまとめ、政務の合間からこの図説を出すことになったのである。これも究理きゅうりの一端いったんと言うべきである。

天保庚子春二月

臣　小松良翰りょうかん　謹識





　跋（本間游清）

雪の異名を中国では六出といい、和歌にはむつの花とよみ、画にも雪輪ゆきわなどとして描かれる類たぐいのものである。早くより言われてきたことであるが、その形の百以上もあり千にも分かれていることを知っている人は無く、そのようなことが書いてある書物も今まで世に無いなかで、下総しもうさを統治されている利位公がさきがけてその雪の形を非常に多く写実され、御おん自みずから考え定めて御説をそえて雪華図説と名づけた。樫かしの木の匂いがするころ、その匂いの下を通って花の形を色紙、短冊、手紙に刷るごとく、雪華を朝夕着る衣にも手ぬぐいにも染め出し、果ては菓子の形にまで作って愛めで、使うことになったのである。昔のことは知らないが、今の世においてはこの六つの花ざかりが匂うばかりで、身分の高いものも低いものも、老いたるものも若きものも、みな隔て無くこれをもてはやして伝えられるのは、この御著が世に現れてから後の事で、大変めずらしい御書と申すべきである。斯様かようなるものを今年またその続編を著して、前の書に漏れた形を大変に多く補い添えられる御心は、知の至りの深き故であると讃たたえ申し上げる。


天保庚子二月

本間游清


四「雪華図説」の内容について

　（一）利位と泉石が長く雪の観察を続け得たのはなぜか

    「雪華図説」について先ず特筆されることは、雪の結晶が雪華図として明確・華麗に描かれていることである。上空から降る雨や雪などは一般に「降水」と呼ばれているが、おおよその目安として地上の気温が摂氏三度より低ければ降水は雪、高ければ雨と言われている。そして、気温が低いほど雪は絡み合うことが少なく、結晶が一つひとつ降ってくる。つまり、利位らが降雪についてこのような観察を行うことができたということは、雪華図に記された地名から判断して、当時は古河だけではなく、江戸、京都、大阪においても雪が結晶の形を留めて地上に降るほどの寒い冬であったと言うことができる。この寒さは、現在の雪を観察する条件から推察して、氷点下を数度ほども下回る気温であったと推測され、北海道の冬季でも比較的寒い時に属する。実際、この当時は天明、天保の大飢饉が起こっていることから、日本列島は相当に寒冷な気候であったと推察される。


さて、土井どい利位としつらは家老の鷹見たかみ泉石せんせきの助力のもとに長い期間にわたり雪の結晶の観察を続けたわけである。つまり、「正・雪華図説」（一八三二）の泉石の跋文には、公（土井利位）が二十年ほどにもわたって雪華の図を描いてきたことが述べられ、また、その八年後には「続・雪華図説」（一八四〇）が刊行されていることから、利位らはおよそ三十年もの間、雪の観察を続けていたことになる。江戸時代の後期にこのような長い期間、雪の観察および記録を続け得たのはなぜであろうか。推測をまじえながらではあるが、以下に考察を試みる。


利位と泉石が雪の結晶に関心を抱いた直接のきっかけは、「正・雪華図説」の跋文において泉石が述べているように、江戸時代の後期に移入されたオランダの聖職者であり科学者であったマルチネットの著書「自然の説教問答」（一七七八）にあるとみなされる。この書物は全四巻から成り、問答形式をふまえて、求道者にキリスト教の信仰を教える教本であった。泉石が注目したのは第一巻で、その構成は、

第一章　序文

第二章　天空と天体について

第三章　大気と（気体や液体の）吸上化[大気による空気や水の上昇作用]について

第四章　地球と大地について

第五章　人間について

第六章　土地と水について

となっている。そして、泉石が「雪華図説」、特に利位の総説にある「雪生成の理」などの記述に際して参照したのは、このなかの「第三章」であったようである（古河歴史博物館「泉石」による。[　]内は引用者による注釈）。ただ、当時は幕府により禁教令が布しかれていたために、泉石はこの書物の表題について宗教的な表現を抑えて「格致問答」と翻訳し、これを利位らに紹介したものと推察される。


[image: 図3]


マルチネットのこの書物は、「一七八四年、ロッテルダムで発行された新聞に、朽木昌綱が本書の翻訳を行っているとの記載があり、本書は刊行されるといち早く日本にもたらされたことがわかる」（国立国会図書館展示No.90より）ということから、一七八〇年代にはその翻訳本が国内で刊行されていたと判断され、マルチネットの書物に触れることができたのは利位や泉石の以前にもいたことが十分に考えられる。実際、司馬江漢が顕微鏡で雪の結晶を観察し、一七八三年からはじめた銅版画にはマルチネットの結晶図と対比させて「雪花図」を描いており（後述）、また、「雪華図説」が刊行されるおよそ五〇年前には、大聖寺藩前田家の依頼で雪の結晶をあしらった刀の鍔つば(雪華文七宝鐔つば)が作られ（図３）、これもマルチネットからの転載と思われる。


マルチネットの「格知問答」の影響はこのような書物や文物に見られるが、利位と泉石のように長い年月をかけて雪の観察及び「雪華図説」のような書籍を刊行した事例は他にない。


    利位と泉石は、空からの降水が結晶に変化して降るという一見、不思議な雪の自然現象について、神秘的な考え方には陥らず、当時としての科学的な知識を駆使して考察していたことが「雪華図説」の記述から読み取ることができる。これは西洋の文明、特にオランダの影響によるものであるが、我が国における近代科学の一過程でもあるようにみなされる。つまり、「正・雪華図説」にある「雪生成の理」、「雪華を顕視する法」、「雪の効用」などにおいて、利位らは雪の生成に関する科学的な考察をはじめとして、作物の豊凶等に関わる積雪の効果などについて述べている。これは、自然の現象に関わる研究とその応用を意図していたもので、また、当時は天保の飢饉の凶作が続いていたことから、利位らは豊凶の予測を強く意識していたことも考えられる。そして、「続・雪華図説」には「雪花の大小が豊凶に関わりが無いことを知った」などとあり、雪の結晶（あるいは雪片）の形状と豊凶の関係（気候の予測）について考えを進めていたものとみなされる。農作物の豊凶が当時の幕府や各藩の財政に直接関わることから、「雪華図説」にある記述内容の正否はともかく、利位や泉石による雪の観察が単なる趣味・興味の領域に閉じたものではなく、それは、科学としての社会的な使命や貢献を意識していたと思われる。


しかし、藩主である土井利位がこのような理由により自ら観察にあたるなどということは特に必要の無いことであったわけであるが、ここに利位および泉石の個性や技能および学芸に対する特別な興味・関心が作用していたと考えられる。自然の現象など、ものごとを研究することの根底には個人の興味や疑問、好奇心などが不可欠であるが、単にそれだけでは好事家こうずかの領域に留まることになるわけである。自分の興味に豊富な知識が加わり、探求心が醸成されてこそ研究へと向かうことになる。そして、研究の進展とともに専門の分野における自分の役割が自覚され、さらには研究の内容について社会的な意義が明らかになって行く。このような研究の階層構造が構築されてこそ、利位や泉石のような息の長い活動が可能になるのではないかと考えられる。このことを具体的に示したものが図４である。


なお、利位らが作物の豊凶と雪との関わりを考察していたのではないかということは推測の域を出ないが、今後、保存されている泉石の「日記」や資料などの分析によって検証されることが望まれる。


    「雪華図説」の現代的な評価は、これまで、主には雪の結晶の図版に向けられてきたように思われる。そして、利位や泉石の総説や跋文などの論述について、現在の科学的知識及び雪の研究内容から批判、論評しているものも散見される。しかし、利位らが「雪華図説」で述べていることは現在の雪に関わる研究に対して特段の影響を与えるものではないことから、彼らと科学的に正対するような批判等は今日において余り意味を持つものではないと思われる。それよりも、前に述べたように、利位及び泉石の、当時の科学的知識を基にした自然に対する探求心や社会的な貢献の意識など、彼らの科学研究の方法について理解を深めることの方が有意義ではないかと考えられる。
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　（二）蘭鏡（顕微鏡）により雪の結晶をスケッチすることはできたのか

    「雪華図説」の雪華図に関わりこれまで言われていることとして、利位らは雪の結晶を「蘭鏡らんきょう」というオランダ伝来の顕微鏡（図５）により観察し、それをスケッチしたとされているが、はたしてそのようなことが可能だったであろうか。これに関連して、利位の「正・雪華図説」における総説の「西土雪花ヲ験視スルノ法」には、「・・・肉眼モ視ルヘク鏡ヲ把テ之ヲ照セハ更ニ燦タリ。・・・余文化年間ヨリ雪下ノ時毎ニ黒色ノ髹器ニ承テ之ヲ審視シ、以テコノ啚ヲ作ル。」と述べている。


    これは、「西洋の雪花を観察する方法[は以下の通りである]。雪が降りそうな空模様になってきたら、予あらかじめまず黒い八絲緞しゅすを空気中にさらして冷やしておき、雪が降ってきたら、その上に受ける。肉眼でも見ることができ、鏡を使って照らすと、[雪は光りを反射して]さらに燦然さんぜんと輝く。観察する時は吐く息がかからないようし、手のあたたかみを防ぎ、細い毛抜きでもって結晶をすくいあげるのである。私は、文化年間から雪の降るたびに黒塗りの漆器にこれを載せてくわしく観察し、このようにして雪の写し図を作ってきたのである。」ということである。つまり、利位らによる雪の結晶の観察は、黒色の布や漆器に雪の結晶を載せて、肉眼で（裸眼あるいは虫眼鏡で拡大して）「審視」して、その像を素描する。そして、その後にそれなりの手順により詳しく書き直して、それを版木に彫って印刷したものと理解される。中谷も「『雪華図説』の研究」のなかで、「・・・雪の結晶の虫眼鏡による模写図が載せてある。」と述べている。
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ここで、利位らが観察した雪の結晶の大きさを推察してみよう。現在は、一般に結晶の大きさが〇・一ミリメートルよりも大きいものを雪の結晶、それよりも小さなものを氷晶と呼んでいる。氷晶はダイヤモンドダストなどとして目にすることができる。天然で見られる雪の結晶の大きさは、時には十ミリメートルを超えるものもあるが、多くは数ミリメートルの大きさである。小さい結晶は形が単純であり、大きなものは一部が壊れていたり、歪んだ形のものが多い。形が整っていて綺麗な結晶は三～五ミリメートルのもので、利位らが虫眼鏡で見てスケッチをしたであろう雪の結晶は、多分にこの程度の大きさのものと思われる。このような大きさの結晶であれば、肉眼で全体像を概観することができ、虫眼鏡により細部も観察ができることになる。


 ここで、利位らがもしも顕微鏡により雪の結晶のスケッチを行ったと仮定して、当時としての方法を想像してみよう。顕微鏡による雪の結晶の観察では、試料を照らすための照明が最も大切なことになる。前述のように、雪の結晶を黒い色の布や漆器に載せて観察するとしていることから、もし、その観察に顕微鏡が用いられたとしたならば、その照明は通常の透過照明ではなく、「鏡を使って照らす」とあるように、試料の雪の結晶を鏡で照らすような照明であったと思われる。この場合、結晶を詳しく観察するためには、その結晶からの反射光ができるだけ強く得られるようにして見ることが必要である。そのためには、照明の光は顕微鏡の光軸に沿って照射される、いわゆる同軸落射照明が求められるわけであるが、それは利位の時代には望むべくもない方法であり、結局、鏡で試料の横方向から照らすことになる。この場合に観察される雪の結晶は、顕微鏡の暗い視野のなかに白く薄っすらと見えるという暗視野照明による観察ということになるはずである。そして、顕微鏡の倍率が高いほど結晶の像は暗くなり、細部は不鮮明になる。だからと言って照明を強くすれば、雪の結晶は即座に融けて変形してしまう。このようなことから、当時の顕微鏡、つまり蘭鏡で雪の結晶を「審視」するということは到底できなかったのではないかと思われる。


 このようなことから、利位らの観察は、本人が述べているように、黒い布に受けた雪の結晶のなかから「肉眼でも見ることができる」ような形の整ったものを選んで、それを細い毛抜き状のものですくい上げ、黒塗りの漆器に載せて、鏡により光を当てて肉眼（あるいはその拡大のための虫眼鏡）により、詳しく観察したものと思われる。なお、虫眼鏡とは今日では凸レンズ一枚の拡大鏡のことであるが、江戸時代は顕微鏡のことを指していた。


 現在の顕微鏡を用いた雪の結晶の観察において、雪洞のなかで作業を行っていても、昇華などにより顕微鏡下の結晶は刻々と変形が進み、数十秒も経過すれば相当に形が変化してしまう。融解を伴う場合などはこの比ではない。このようなことから、顕微鏡を覗きながら雪の結晶の全体像をスケッチするなどということは、今日においても極めて困難なことである。加えて、当時の筆記用具である筆と墨により短時間にスケッチ画を描くことは殊更、困難なことである。
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さらに、利位らの文中には「蘭鏡」を用いたことやそれに類する記述が全く見られない。これに対して、前述の司馬江漢の図には「以顕微鏡観雪花図」とあり、明らかに顕微鏡を用いたことが記されている。当時においてはオランダから伝来した顕微鏡は大変に珍しい器具であることから、それを用いたか否かについては、江漢のように記述することが通例であったものと考えられる。つまり、利位や泉石が「蘭鏡」を用いて雪の結晶を覗くことはあったとしても、先に述べたように、雪華図をスケッチするためにこれを用いたとは考えられないのである。ただ、物語のひとつとして、江戸時代の殿様がオランダ伝来の蘭鏡により雪の結晶のスケッチ図を作成していたとすれば、それはそれとしてのどかなお話しには違いないであろう。


 ここで、利位が雪の結晶を照らしたとされる鏡の反射光はどのような照明によるものであっただろうか。日中の観察では当然、日射による照明でろうが、夜間は何らかの人工的な照明が必要となる。降雪、特に大雪は気温の低下する夜間から早朝にかけて多く見られることから、利位の「雪の降るたびに」という記述があるので、夜間の観察のために相応の照明を工夫したものと考えられる。


江戸時代、比較的明るい照明を得ることができる器具としては、例えば、ロウソクによる「龕灯がんとう」（図６）などが使われていた。これは、一定の方向だけを照らすように工夫された手持ちの提灯ちょうちんで、当時としては利位らの雪の観察には最も適していたものと思われる。ただ、これは現在の照明と比較して光が相当に弱く、特に顕微鏡の照明には不向きである。このような照明では、顕微鏡はもちろん、虫眼鏡などであっても、雪の結晶の細部まで観察することは困難を伴うことになる。この困難さの影響については、後述するように、利位の雪華図の一部に見られる。


ところで、利位らが雪の結晶を観察するためにどのような設営を行っていたのであろうか。このことについてはほとんど述べられていないが、十分な観察を行うためには設営は重要なことである。雪の結晶の観察は降雪時に行うわけであるから、結晶を載せた漆器の載物台には余分な降雪が紛れ込まないようにしなければならない。そのためには、観察の場所は屋根を設けることと、降雪時には一般に風を伴うことから、防風用の資材で四方を囲む必要がある。傘などで単に頭上を覆うだけでは満足な観察の作業を行うことができない。ただ、観察場所を余りに密閉すると、観察者の体温で周囲が温まって結晶が融けてしまう恐れがあるので、適度な遮蔽により換気の調整を行うことも必要である。


そしてまた、観察から結晶の素描を行うまでを手際よく実施するために、複数人による役割の分担が行われていたものと想像される。つまり、野外で降雪を黒い布に受ける係、設営内でその布から結晶を選んで、それを毛抜き状のものですくい上げて漆器に載せる係、そしてそれを観察して素描する係ということになる。多分に、利位は最後の役割を担当したのではなかと思われる。


    利位や泉石らがこのように雪の結晶を観察したとして、それに要した時間は極めて短かく、先にも述べたように結晶全体を詳細にスケッチするなどということはとても無理である。おそらくは全体的な形状と一部の枝の形を概観し、その後、観察の記憶により結晶の素描を作成したものと推察される。その根拠として、利位の雪華図は六花状の結晶が皆、極めて対称性のよい形に描かれ、十二花の場合でもそれらの枝は一点に中心を持ち、「続・雪華図説」の「癸巳正月十日十六種」末の十二花を除いては、隣りあう枝の角度は全て等しく描かれている。雪の結晶のこのような形態については、現在の観察からは見いだせない。つまり、六花の板状結晶は、大小様々なものが入り混じって降ってくるわけで、また、一見、対称的なものであっても、詳しく観察すれば、利位の雪華図のような完全な対称性を示すものはほとんど無いのである。そして、十二花の共通した形態として、中心部が複雑で、十二本の枝の中心が一点にまとまっているのでは無く、六花の中心が二つ見られ、それらのずれの度合いにより枝の並びに差異が見られるのである。さらに、十二花の隣りあう枝の角度は必ずしも六花の枝の角度を等分割した三〇度という角度には定まっていない。このようなことからも、利位や泉石は雪の結晶を顕微鏡により詳細に観察してスケッチしたというよりも、前述のような虫眼鏡などの拡大鏡により簡便な観察の方法で行っていたと見なすことの方が妥当であろう。そして、「雪華図説」にマルチネットの図が幾つか引用されていることから、利位らは、観察した雪の結晶についてマルチネットの図に倣ならい雪華図を描いたものと思われる。
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さらに、利位らによる雪華図の作成過程については以下のように考えられる。すなわち、雪の結晶の観察者がその形を見た後、すぐにその全体像、あるいはその一部を素描し、これを繰り返してたくさんの結晶の下図を作成する。観察の終了後に下図の中から図版とすべきものを選択し、それを元にして詳しい雪華の図を清書する。そして、その清書した図を各々個別の版木に彫り込み、事前に作成しておいた六個の枠組みの版木の部分に、結晶の版木を活字のように組み込んで刷り上げ、雪華図の頁を作成したのではないかということである。つまり、「雪華図説」は版木と活版の印刷方法を併用して作られた書籍であると言えるであろう。それは、この書籍のなかに枠組みだけが印刷されている頁があることからも推察ができる。


ここで、利位らが雪華の図を清書した方法として、次のようなことが考えられる。すなわち、一定の形状を描いた図（図７）を下敷きにし、その上に薄い紙を置いて、下敷きの図に沿って雪華の図を清書したということである。このように推測される理由は、先にも述べたように、「雪華図説」の雪華の図が皆、ほとんど同じ大きさの円に収まり、また、結晶の枝の角度も同じように揃っているからである。


  　（三）利位の「雪生成の理」について

土井利位は「雪華図説」の総説のなかで、「雪生成の理」として以下のように述べている。すなわち、「冬季は空気が上昇して[夏季と]同じように雲を形成し、冷却してまた円い水滴を生じる。冷却が厳しいとひとつひとつが凝固[凍結]し、さらに寒くなっても[水滴の場合と異なり各々が固体であるから]併合することがない。そこで各円点は互いに相寄って大きな円を形成しようとし、六つの円でひとつの円を囲み、ひらひらと空中を舞い落ち、・・・」と述べ、さらに、「寒さが甚はなはだしいときは粒状になり、寒さが浅ければ花粉[結晶]状となる。花粉状のものが降るとき、寒さが厳しい状態であればその小片はいっそう美しくなる。およそ物はすべて、方形のものは必ず八つで一つを囲み、円形のものは六つで一つを囲むということは、定理中の定理で疑う余地のないことである。雪花が六出を示す理由もこれ以外にはない。」と述べている。


雪の結晶が生成する仕組みについては、中谷宇吉郎による人工雪の研究およびそれを基にした今日までの実験的・理論的な研究により解明がなされ、解決済みのことであると言われている。つまり、雪の結晶は特別な核（氷晶核）に水蒸気が直接に氷の結晶になるという昇華凝固の作用により形成されるということで、いわゆる中谷の昇華成長説が通説となっている。このようなことから、利位による「雪生成」の言説に対してはほとんど関心が示されてこなかったわけである。しかし、昇華成長説は大気の湿度が一〇〇％以上の過飽和という、天然には存在しない条件を必要とする。それ故、中谷は雪の結晶の生成について、利位が述べているような雲の形成との関わりには触れていない。過飽和という現象は水滴（雲粒）が生じないことを不可欠な条件とするわけで、中谷の昇華成長説による雪の結晶は、雲粒が存在しない、つまりは雪雲の無いところで生成し、降ってくることになる。これは明らかに矛盾したことで、雪の結晶の生成については土井利位の述べていることの方が天然自然に近いということになる。
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中谷の昇華成長説は、雪の結晶が霜の結晶と同じように水蒸気の昇華によって生成すると仮定して、ウサギの毛を用いた実験により、天然と同じような雪の結晶の作製に成功したことから、はじめの仮説が実証されたとみなしたことによるものである。ただ、実証されたことが真実であると断定するためには、その実証条件が充分に検証されることが不可欠である。人工雪の場合は、天然の雪と比較して「昇華」という生成条件が妥当であるか否かを見極める必要がある。そして、もし中谷の実験とは異なる方法により雪の結晶が作られたならば、中谷による先の仮説、つまり雪の結晶が水蒸気の昇華により生成するということは、必ずしも実証されたとは言えないことになるわけである。


ここに、中谷の実験とは異なる方法で作製された雪の結晶を紹介する。図８は、雲粒に見立てた過冷却微水滴が凍結凝固する過程を①から④までの連続した写真により示した実験の結果である。図から明らかなように、この微水滴は、瞬時に凍結してしまう一般的な過冷却微水滴とは異なり、氷晶へと結晶化しながら徐々に凝固していっている。そして、六〇秒ほど経過した④の写真では、六花状の氷晶へと成長している。この氷晶は、周囲に過冷却微水滴（雲粒）があれば、それらを捕捉して樹枝状結晶などに成長する。これが数分ほど経過すれば平均的な大きさの雪の結晶になる。これに対して、中谷の人工雪は、このような結晶の成長を得るためには一時間くらいの時間を要し、しかもその間、過飽和度と温度は一定に保たれなければならないのである。天然自然がこのどちらを選択するのかという観点から、雪の結晶の成長について再検討することも必要になるであろう。なお、図８の氷晶の周りの水蒸気は、近くに他の微水滴が散在していることから過飽和とはなり得ず、飽和ないしはそれに近い状態になっているものとみなされる。


図８のように結晶化する過冷却微水滴は、比較的長い時間をかけて氷点下で凝結形成されたもので、地表から蒸発した水蒸気が大気中を上昇していきながらゆっくりと凝結して雲粒を形成することに相当している。このような過程とは異なり、常温の水から作られた過冷却の微水滴や、あるいは水蒸気が短時間に凝結して形成された過冷却微水滴（雲粒）は、異物との接触などにより瞬時に氷球状に凍結してしまう。このような雲粒が氷晶により捕捉されれば霰あられを形成する氷粒になる。天然ではこのような種々の凝結過程で形成された雲粒の雪雲から降雪が生じることになり、いろいろな種類の雪の結晶から霰まで、全てが過冷却微水滴（雲粒）により直接的に形成されることになる。


雪の結晶の多様な形は、過冷却水（水滴）の多様な凍結形態に因るものとみなされる。一般に、水の凍結凝固点は摂氏〇度とされているが、実際には、水を冷却していっても〇度では凍結せずに過冷却の状態になる。不純物を含まないきれいな水は、零下五度くらいでも液体のままである。極く微小な水滴では氷点下四十度ほどまでの過冷却が知られている。水、特に微水滴は、その凝結過程及び過冷却の状態に応じて種々の形態、つまり結晶体に凍結凝固するという特別な性質を有しているようである。先の中谷による人工雪の作製も、一見、水蒸気により無色透明な空間で行われるようにみられるが、実際には、人工雪の装置内に微小な水滴が無数に浮遊し、雪の結晶はそのなかで成長することが中谷自身により見い出され、報告もなされている。しかし、今日に至るまで雪の昇華成長説は再考されていない。


利位の先の記述は、雪雲の中で雪の形成過程を観察したわけではないので（これは現在でも困難なこと）、多分に想像を交えたものであるが、天然に即して考えていることなので、納得できることも含まれている。雨滴から雪の結晶までの全ての降水粒子が雲のなかの「円い水滴」（雲粒）により形成されるとみなしていることは実に天然に即した見識である。また、雲粒は「寒さが甚だしいときは粒状になり、寒さが浅ければ花粉[結晶]状となる。花粉状のものが降るとき、寒さが厳しい状態であればその小片はいっそう美しくなる。」という記述は、先の過冷却微水滴の実験結果を援用すれば、「寒さが甚だしい」（気温が極端に低い）ことから地上近くで急速に凝結した雲粒は氷粒状（霰や雲粒付結晶を形成）になり、地上の「寒さが浅ければ」（気温がある程度低い状態では）水蒸気は上空まで行きながらゆっくりと凝結して雲粒を形成し、それが「花粉[結晶]状となる」わけである。さらに、「寒さが厳しい状態であればその小片（結晶）はいっそう美しくなる」ということは、落下してくる雪の結晶は温度に影響を受けるということで、気温が低くて寒ければ、雪の結晶は融けることなくその形を保って落下してくるし、暖かければ雪は融けて形を崩しながら落下してくるということであろう。

ただ、利位の「円形のものは六つで一つを囲むということは、定理中の定理で疑う余地のないことである。雪花が六出を示す理由もこれ以外にはない。」ということは、雪の結晶の成長について幾何学的な想像を述べたものであると思われる。しかし、結晶の成長について、雲粒が直接的に関与しているということは先の実験においても確かめられたことであり、利位と泉石の自然科学観には改めて感心させられるところである。古人の言に「天のことは天に聞け、地のことは地に聞け」とあるように、天のこと（雪の生成）を地（霜の生成）に聞くだけでは正鵠せいこくを得られないことになる。


  　（四）鷹見泉石の跋文について

    ここで、鷹見泉石の跋文について見てみよう。泉石の跋文のなかで、「東西萬里ノ遠モ好尚既ニ同ク物理マタ異ナルコト無キコトヲ。其説ハ公ノ総説中ニアリ」（洋の東西がどのように遠くても、好み尊ばれるものは同じであり、物の理ことわりもまた異なることがないことを知ることができる。このことは利位公の総説の中に記されている。）という記述が特に注目される。泉石のこの論述こそは、極端な言い方ではあるが、利位に雪の観察を勧め、「雪華図説」の発刊をうながした目的の第一ではなかったかと考えられる。すなわち、「雪華図説」のこの部分は、当時の幕府が攘夷思想を基にして鎖国政策を国是としていたなかで、幕臣の要職にあった藩主と家老が広く諸外国との平等を論じ、攘夷とは真逆の主張をしていることになり、開国外交にも通じることである。ただ、泉石の跋文は、攘夷に対して真正面から批判を行うのではなく、雪華の図をそのまま示すことにより、それを見た人々が「洋の東西」に変わりがないことを理解し、欧米は夷狄いてきにあたらないと理解することを意図したのではないかと考えられる。

また、この跋文の最後に記された「覧ルモノ虚假不急ノ事ニ等フスルコト勿レト云」（ものごとを観察することに偽りや遅れがあってはならないということである。）は、特段の挿入文のように思われる。つまり、諸外国の来航の動きなど、特にこの当時は中国におけるアヘン戦争が関心事となっていたので、状況を正確に観察し、事の判断を遅らせず、誤らないようにと訴えているようである。このような記述は、本来ならば幕府により厳罰に処されるもので、実際、林　子平は一七八六年、「開国兵談」で江戸湾と倫敦ロンドンテムズ川はつながっていると述べ、海防の急務を論じたが、その著作は発禁処分となり、後には禁固刑に処せられている。泉石は、後年、ペリー来航により開国と和親通商を説いた「愚意摘要」（一八五三）を幕府に上申するなど、「開国」を持論としていたわけで、後年、隠居を命じられたのもこのようなことと無関係ではないようにみなされる。
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    泉石は、大塩平八郎の乱（一八三七年）に直接関わり、また、蘭学者弾圧の「蛮社の獄」（一八三九年）で、図２のような肖像画を描いてもらえるほどの朋友であった渡辺崋山（図９）を失う経験をしている。そして、未曾有の冷害による世情の混乱収拾や古河藩・幕府の財政再建に腐心するなかで、雪の観察ということについては相応の意義（社会的な貢献）を考ていたのではないかと推察される。「雪華図説」が古河藩の宣伝施策（図８の印籠など）に効果的であったことはもちろんであるが、泉石はそれに留まらず、雪華を通して、先の開国意識とともに、「物理マタ異ナルコト無キ」という自然摂理の実証により、攘夷思想を批判し、万国共通・平等による開国論を主張したかったのではないかと考えられる。


他方、泉石は、主君である土井利位が幕府の中枢である老中、あるいは老中主座にあったことから、その言動は相当に慎重を期するものであったと思われる。その一例として窺われることは、「雪華図説」の正編と続編の寄稿者の差異についてである。すなわち、正編の場合は土井利位の総説に続き、先に触れた鷹見泉石の跋文、そして、蘭学者の桂川国寧の跋文となっている。これに対して、続編は、最初に儒学者の佐藤一斉による弁言、利位の序文、利位の側近の小松良翰りょうかんによる跋文、そして最後に国学者の本間游晴の跋文と続いていて、儒学者と国学者の記述が「続・雪華図説」を挟むように編纂されている。そして、泉石の寄稿は見られない。


儒学の原典である「論語」には、例えば「夷狄いてきの君あるは、諸夏しょかの亡なきに如しかざるなり」（未開民族の夷狄において君主がいるといっても、中国の国々で君主のいない国情には及ばない～中国の文化・治世がはるかにすぐれている～中国が世界の中心であるとする中華思想）とあり、このような思想は他国に比して自国が優れているとする考え方を導くことになる。また、国学は、日本古来の文化及び精神を明らかにしようというもので、江戸時代中期の国家意識（ナショナリズム）の勃興に伴って発展し、昭和の戦前の国家統制にまで取り入れられてきた。


続・雪華図説の発刊が「蛮社の獄」の翌年であり、また、儒学と国学が攘夷論による鎖国政策の学問的な基盤であることを考えあわせれば、泉石はその発刊および寄稿者について、幕府への恭順を示すべく配慮を行ったのではないかと考えられる。


　（五）雪を六出とした最古の記録
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正・雪華図説には鷹見泉石に続いて翠藍桂国寧（桂川国寧）の跋文があるが、そのなかに「按スルニ、雪片六出ノ名は中華に昉リ、韓詩外伝ヲ初トス。」（思うに、雪が六出であるということは中国において知られており、『韓詩外傳』に初めて記されている。）と述べられている。つまり、雪の結晶が「六出」（六角形）として初めて記されたのは、紀元前一五〇年（前漢・景帝の時代）に燕えんの国（首都は今の北京）に仕えた韓嬰かんえいにより著された「韓詩かんし外伝がいでん」であると言われている。ところが、「韓詩外伝」の六出云々の記述部分は散逸していて現存せず、実際には、「藝文げいぶん類聚るいしゅう」（唐[六一八～九〇七]の初期に発行された当時の百科事典）のなかに、「韓詩外傳曰凡草木花多五出雪花独六出雪花曰霙雪雲曰同雲」（韓詩外伝に述べられていることとして、草木の花はおおよそ五出が多く雪花だけが六出である。雪花とは霙のことで、雪雲とは同じく雲のことである。）と記されたことによるものである。燕の首都であった現在の北京は、図10に示したように、冬季は比較的寒くて降雪も少なく、寒冷乾燥の気候であることから、降る雪は絡み合って雪片を形成することが少なく、先の韓嬰も降雪時に雪を単独の結晶として観察ができたのであろう。


ここで本題からは少し外れるが、「藝文類聚」にある「雪花とは霙のこと」について若干、考察してみよう。この「雪花」は、韓嬰が述べている「六出」の雪の結晶で、即ち降雪ということである。これに対して「霙」は、現在においては「みぞれ」ということで、降雪が融けて雨混じりの雪を指している。つまり、現在の理解では「雪花」（雪の結晶）と「霙」が同一であるとは言い難いわけである。ここで、「霙」は「雨」に「英」（花の意）ということから、当時は上空から花のように降り注ぐものを指していたと理解される。さらに、雪の元の字体は、図11のように「雨」と「彗」から成り立っていて、降水（降雪）により大地が彗ほうきで掃き清められるようになるということから、これは「積雪」を意味ているとみなされる。これらのことから、「藝文類聚」の記述に関連して、以下のように述べることができる。すなわち、「雪花」は花のように舞い降りてくるユキ（霙）のことであり、そして、積もったユキを「雪」（当時は図11の文字）として、降雪と積雪を区別して表していたように思われる。


「韓詩外伝」は「韓詩」を構成する一つの書で、この他に「韓詩内伝」がある。「韓詩外伝」は「韓詩内伝」の注釈書であり、「韓詩内伝」は「詩経」のテキスト・解釈の書である。「詩経」は、中国最古（西周の初期[紀元前十一世紀]から東周の初期[紀元前七世紀]の頃）に作られた詩を編纂したもので（孔子により三百五篇にまとめられたとも言われている）、儒教の経書（四書五経）の一つとなっている。「詩経」に由来する言葉として、例えば「切磋琢磨」などが伝えられている。


韓嬰による「韓詩」の他に、各々の国・時代の学者により「魯ろ詩」、「斉せい詩」、「毛もう詩」が著されている。「韓詩外伝」は種々の事柄や故事をとりまとめ、儒教の原典や「老子」等からの文言を引用して説明がなされており、韓嬰は孔子と老子の思想の融合を目指していたとも言われている。


「韓詩外伝」の「雪花独六出」が日本に伝えられたのは平安時代の宇多天皇の時（八八七～八九六）とされており、公家などの間では知識として「雪は六出」と学び、語り伝えられていたことが想像される。そして、京の都に降る雪は、気温が比較的高いことから、ひとかたまりの丸いぼたん雪となって落ちてくることが多いので、その雪（雪片）の形を描くとすれば、知識としての「六出」をもとにした丸い形の画像となることがと推察できる。これが、日本の独特な雪の文様である「雪輪ゆきわ」（図12）を生み出すことになったものと考えられる。



[image: 図8]

[image: 図３]


　（六）雪華と雪輪の文様について

土井利位の「雪華図説」は、当初、古河藩と親交のある諸大名や重臣に贈呈されたようである。これにより古河藩および藩主の土井利位の評判が高められたわけであるが、これも家老としての鷹見泉石が企画したことであったと思われる。さらに、泉石は武家の携行品である印籠に雪華文様の蒔絵まきえを施し、それを主だった大名等に贈って古河藩との関係を深め、国内外の動静に関わる資料などの入手に努めたと言われている。現在、国内には三個の雪華文印籠が保存されているとのことであるが、それらを図13に示す。図13-１は鷹見家所蔵、図13-２は静嘉堂文庫（岩崎家・三菱）美術館所蔵、図13-３は永青文庫（旧熊本藩細川家）所蔵の品である。
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「雪華図説」は、当初は武家層で評判を呼んだわけであるが、それが写本などの手法により庶民層へも広まったようである。実際、一八四一年に出版された鈴木牧之の「北越雪譜」には「雪華図説」から転載された雪華図が見られる（図14）。ただ、この雪華図には雪輪の図も組み込まれていて、それには「世に雪輪というは是なり」という注釈が記されている。また、「続・雪華図説」の本間游清による跋文にも「雪の異名を中国では六出といい、和歌にはむつの花とよみ、画にも雪輪などとして描かれる類のもの」とあることから、当時は雪輪（雪片の形）も雪華（雪の結晶）の一つの形とみなされていたわけである。

庶民層へ広まった雪華図は、土井大炊頭おおいのかみ利位の官名を冠して「大炊文様」と呼称され、江戸市中に流行し、庶民の日常品の文様にまで取り入れられた。「大炊頭」については先に述べた通りである。

図15には、その一例として浮世絵に描かれた着物の雪華文様を示す。この他に陶器、漆器、織物などに雪華の文様が施されている。また、図16には雪輪の文様が描かれた浮世絵を示す。これらの文様は現在においても用いられており、商標や校章などによく見られる。
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ところで、「雪華図説」の雪華図が「大炊文様」として庶民に広く受け入れられたのはなぜであろうか。それは、第一には自然界の興味深い形、特に江戸では珍しい雪というものの形ということから、人々は大きな関心を示したものと想像される。第二には、雪の結晶の形には千差万別で二つと同じものがないことから、これを素材としたデザインは無限に作成できるという魅力が感じられたものとみなされる。そして、第三には、雪の結晶の形は単体でも美的に優れているが、これを、「雪華図説」の図版のように多数並べて表示することにより、当時の人々には雪の結晶の魅力が一段と増幅されて受け取られたものと思われる。このような効果は、近代のベントレーの写真集や中谷宇吉郎の写真図版などにも見られる。
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　（七）「雪華図説」に見られる特異な雪の結晶


「雪華図説」の正・続編の雪華図の特徴についてみてみると、正編の結晶の八六種は、一個の十二花を除いて他の全てが六花で、続編は六花が七八種で十二花が一九種も見られることである。この十二花は大阪や京都でのものが主で、後に述べるように、この中には二つの異なった六花の形の結晶が雪片状に重なっていると判断されるものが一五種ほど含まれている。つまり、大阪や京都の気温が関東と比較して高いことから、利位らは雪片としての降雪を多く観察し、それを雪華として描いたものと推察される。


特徴の第二として、「雪華図説」のなかには針や角柱などの柱状結晶、あるいは雲粒付結晶が全く見られないことである。これは、利位や泉石がこの種の結晶を観察することができなかったということよりも、当初にマルチネットの六花や十二花の図版を見たことから、それに倣って雪華図を作成したためではないかと思われる。大雪の降雪時には特に雲粒付結晶がたくさん降る傾向にあるが、利位らは形の整った結晶を選択して、あるいは結晶に付着した雲粒を省略して描いたのではないかと思われる。また、柱状結晶についても同様で、六花という枠組みから外れたものとして省略され、雪華図には採用されなかったものと推察される。

特徴の第三は、「雪華図説」の図版には雪の結晶として想定できないものが幾つか見られることである。その主な例を図17に示す。そして、図18には、図17のような雪華図が描かれる可能性があると思われる結晶について、これまで写真撮影された雪の結晶を対比的に示している。
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図17の①は、六花の枝が二つの異なる結晶形により構成されているが、このような雪の結晶は、今日の観察では全く見い出すことができないものである。これは、多分、図18の①のような結晶を描いたのではないかと思われる。すなわち、この結晶の枝は三本一組の二つのグループに分かれていて、それらのグループが結晶の中心部にある小さな角柱を挟んで二重の構造を形成し、見た目は六花となっているものである。この一方のグループが少し傾いていることから、照明の具合により片方の三花が暗く写っていて、利位らの当時においてはさらなる光量不足の照明によりこの三本の枝がほとんど一本の筋にしか見えなかったのではないかと思われる。とすれば、図17の①のように、見えずらい三本の枝を棒状に描いたであろうことは想像に難くないことである。


図17の➁は、中心の角板から枝が伸びている結晶であるが、このように枝がジグザグに成長するなどということはありえないことで、当然ながら今日に至るまでこのような雪の結晶は観察されていない。利位らはどのような結晶を見てこのような雪華図を描いたのかを想像してみると、図18の➁のような枝に雲粒がたくさん付いた結晶があげられる。これを見て結晶の図を描くとすれば雲粒の描写に苦労するわけで、また、この枝を省略すれば角板そのものになることから、ここは大胆な模写により雲粒付きの複雑な枝をジグザグ状に示したものと推理される。他方、中谷は「『雪華図説』の研究」のなかで、これを「不思議な形の結晶」として、その成因は「この種の平面結晶が空中を落下してくる場合は、・・・結晶の平面が大体水平になって、それがぐるぐる廻りながら、螺旋形の道をとって落ちてくるものである。そうすると、・・・（この）ような廻転性を示す形の結晶が出来ても良いはずである。実は、この種の形の結晶を探しているのであるが、まだ見付かってはいない。」と述べている。


図17の➂は、六本の主枝に付いている側枝が結晶の内側に向かって伸びているが、このような枝の成長を示す結晶はほとんど存在しない。この雪華図については、図18の➂のような扇形結晶の各枝の筋目に似ていることから、やはり当時の照明の暗さにより枝の輪郭が不鮮明で、この結晶の筋目だけが見えたことによる描写ではないかと思われる。


図17の④は十二花結晶であるが、これは枝の形が異なる二つの六花が重なっているように見られる。一般的な十二花は、図18の④に示されたように十二の枝の形は全て同じで、中心部は二つの六花の結晶が少しずれたような形態になっている。つまり、この雪華図の十二花は二つの異なる形の六花が重なり、雪片状になって降ってきたものを十二花として描いたのではないかと思われる。このような結晶は、先にも述べたように、大阪や京都での結晶を描いた「続・雪華図説」に多く見られることから、気温が高いことによって雪片の形成が多く見られることを反映しているものとみなされる。


さらに、「正・雪華図説」において、マルチネットの「格知問答」から転載されている雪華図のなかには不思議な雪の結晶が見られる。それを図19に示す。この結晶は、三角形状のものが二枚重なったような形であるが、中央部に十字の形が描かれているのである。雪の結晶の中央部は六角形あるいは円形の文様が一般的で、十字の形についてはこれまで報告はみられない。
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ただ、雪の結晶には、図20に示したように、上下の枝の方向と直交した「ひび割れ」状の文様を持つものが時には見られる。このような結晶において、例えば、観察するときの照明の具合により上下の枝の筋が強調された場合、その筋とひび割れ状の文様とが十字の形となって見えることはあり得ることと思われる。他方、複数の結晶が重なり合った雪片が雪花状に形づくられることはあったとしても、中心部にこのような十字の形を見い出すことは極めて困難である。


ここで、多少うがった見方ではあるが、マルチネットが聖職者（牧師）でもあったことを考慮すれば、図20のような雪の結晶のなかに十字架に似た文様を見つけたとして、それは本人にとって歓迎すべきことから、その文様を十字の形に描いて示すことは充分に想定されることである。


ところで、中谷は「『雪華図説』の研究」」において、「この（マルチネットの）十二の図中には明らかな間違いと思われるものが一つある。」と述べているが、それはこの十字の文様の結晶ではないかと思われる。ところが泉石は、この結晶を含めて「（マルチネットの）観察図五百種余りの中に、類似するものが十二種図見られた。その中には利位公の図と全く同じものもある。」と跋文において述べている。確かに「雪華図説」の雪華の図には、図19のような外形の結晶が掲載されているが、泉石はこの十字の結晶について何かを述べるなどのことはしていない。単に結晶の外形が類似しているということからマルチネットの十字の結晶をも選抜したものかどうか、泉石の真意は分からない。


さて、この書籍の表題についてであるが、「雪華図説」ということにしては雪華の図そのものについての説明がほとんど見られないのである。雪華の特徴とか、形の多い結晶や十二花などの珍しい結晶について、多少とも読者に解説することがあっても良かったのではないかと思われる。国内外のたくさんの文献に目を通していた鷹見泉石であれば、余り難しいことではなかったはずである。


このことについてひとつ考えられることは、当時の書籍の製作技術についてである。先にも述べたように、江戸時代の書籍は版木による印刷が主で、「雪華図説」は総説や跋文などの本文、そして雪華の入る枠組みだけを版木により先に刷り上げる。そして、その後に雪華を個別に彫った小さな版木を、活字を組むように先の枠組みに当てはめて刷り上げたようである。つまり、「雪華図説」の印刷は版木印刷と活字印刷との複合方式によるもののようで、このことは、この書籍の頁のなかに枠組みだけのものがあることや、雪華の小さな版木が今日においてもたくさん保存されていることから推察できる。このような印刷の手順においては、本文の後に雪華を刷り上げ、雪華の全体を見てから別途、その説明文を版木に彫って刷り上げるなどということは相当の手間と時間を要することであろう。これらのことから、雪華の図に対する説明は割愛されたものと考えられる。


　（八）「雪華図説」以前の我が国における雪の観察

    我が国における雪の結晶の観察は、本草学者の小野蘭山（一七二九～一八一〇）がその著書「本草綱目啓蒙」（一八〇三）[「本草綱目」の解説をもとに、日本の動植物や鉱物などの観察記録が各地の方言をまじえて記載されている博物学的な書。「本草綱目」は、中国・明代に著された薬草書。我が国には江戸時代初期に伝来し、長期にわたって数多くの和刻本漢書が出版された。]に記したことが始まりとされている（図21）。
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例えば、そのなかに「雪花ハ必ズ六出ナリ。凡ソ雪降ラントスル時，霰卜雑リ降ル。大雪ノ時ニハナシ。其状セリノ花二似テ六弁、薄クヒラタシ、大サ一分余 、地二落テ消易シ。春二至レバ五弁ニナルト云説ハ誤リト云コト五雑組二弁ゼリ。」（雪花は常に六出である。大体において雪の降り始めに霰と混じって降る。大雪のときは見られない[ボタン雪のような大きな雪片となって降ってくるから]。その形状はセリの花に似て六弁であり、薄くて平たく、大きさは一分[約三ミリ]で、地面に落ちると消えやすい。春になれば雪花は五弁になるという説は誤りであるということが五雑組[中国・明代の書物で我が国では江戸時代前期に公刊され、広く親しまれた教養書]に述べられている。）とあり、今日の雪の観察と比較しても、特に六花の大きさなど、正確な記述であるということができる。

次に、絵師で蘭学者の司馬江漢（一七四七～一八一八）が顕微鏡で観察した雪のスケッチを一枚の図（一七九六）に描いており、これが我が国で最初に描かれた雪の結晶であると言われている（図22）。


[image: 図1]

司馬江漢の図には、「以顕微鏡観雪花図」（顕微鏡をもって雪花を観るの図）とあり、当時のオランダから伝来した顕微鏡により雪の結晶を見て描き、それを腐食銅版（エッチング）の画にしたものである。観察の場所は、江漢が居住していた地域から推察して江戸と思われる。また、この銅版画の左横には、雪の結晶について以下のような説明が記されている（括弧内は著者による付記）。すなわち、

「雪（の結晶）は六出をなす、或いは十二又は二十四（のものもあるが）、皆、六の（倍）数をなす。蘭書（のなかの）マルチネットという（人が著した）書に（雪の結晶の）図あり。その形、数品（いろいろな形がある）。彼の国は（緯度が）五十余度にして寒土なり。故に日本に未だ見ざる雪の形多し。」と。


[image: 図２]

この図に示されている樹枝状六花、針、柱状結晶、十二花、霰などは現在においても一般に知られているが、ただ、二十四花の結晶についてはこれまで観察の報はない。この二十四花の結晶は、多分に複数個の雪の結晶が絡み合って雪片として降ってきたものを描いたのではないかと想像される。また、マルチネットの雪の図が「日本に未だ見ざる雪の形多し」とされているが、この三〇年余の後に刊行された「雪華図説」にはマルチネットの図と同じ形のものが見られたと記述されている。


そして、江戸時代後期の本草（博物）家であった高木春山（？～一八五三）による「本草図説」（未刊行）には、肉筆の「雪花図」が掲載されている（図23）。これは、天保三年（一九三二年）ころに描かれたものと推測されている。この図の右上には「昨日の臘雪を写して御覧入候」（臘ろう雪せつとは、臘月[十二月（旧暦）]に降った雪のこと）と表題がなされ、図の下方には「第一」と記されて、降雪をそのまま黒い平板（あるいは布）で受け止め、それをを描いたと見られるボタン雪状の雪片の絵が示されている。また、この図の中央には升目に描かれた多数の雪花が、「第二　眼鏡を以て図する十八図」（眼鏡とは今日の顕微鏡のこと）と注釈されて掲載されている。つまり、この十八の雪花は、顕微鏡で観察して描いたということである。ただ、顕微鏡を覗きながら雪の結晶の絵が完成するまでスケッチを続けることは、これまで述べてきたように極めて困難なことなので、この図は短時間に観察し、それを記憶して描いたものと思われる。このことは先の司馬江漢の雪花図についても言えることである。なお、各々の図は暗視野の中に雪花が白く描かれていることから、このときの顕微鏡の観察は透過光によるものではなく、試料の雪花の横方向あるいは上方からの照明によるものとみなされる。この場合、先にも述べたように、光源については昼夜それぞれの工夫が施されたものと思われる。






　　おわりに

土井利位と鷹見泉石が三十年もの長い期間にわたり雪の観察および記録を続け得たことについて、今一度、考えてみよう。

先ず第一に挙げられるのは、利位と泉石の天然自然に対する好奇心の強さ、感受性の豊かさであろう。そして、彼らが絵画にも秀でた才能があったことから、観察した雪の形を「写し図」にすることができたわけである。また、雪の結晶の形が千差万別であることも幸いして、その「蒐集家」としての意識・意欲が形成され、活動が長く継続できたものと考えられる。「続・雪華図説」の利位の序文にも「この役職中にも昔の癖が改まらず、雪が降るたびに採取してはこれを観察した。」と記しているように、雪の観察が「癖」、つまり習慣のようになっていったものとみなされる。


ところで、ひとりの人間の行為・行動はどのようにして決断されるのであろうか。端的に述べるならば、それは、快・不快の「感情」と、正否・善悪などの判別根拠となる「知識」、そしてものごとの考え方としての「思想」という三者の統合した作用によるのではないかと考えられる。利位らの行為にこのことを当てはめてみると、雪や気候に関わる「知識」は、家老の泉石によりもたらされ、さらにオランダなどの書籍・文献から得て、興味を覚えた（感情）ことであろう。また、自らも天然自然を観察することにより、自然の現象に対して、神秘主義ではなく、科学的に思考する方法（思想）を構築していくことになる。そして、観察した結果を画像や記録としてまとめることにより一定の満足感（感情）が形成されて行ったものと考えられる。これが次の活動の原動力となり、また、活動を重ねることにより、新たな発見（知識）・自然観（思想）・興味（感情）のレベルが向上することになる。このような好循環の展開により、自らの活動を三十年にもわたり継続させることができたものと思われる。

第二には、利位が古河藩主（八万石、中堅の譜代大名）であったことから、雪の観察や書籍の出版を行える資金力と有能なアシスタント（家来）を有していたことであろう。特に、家老であった鷹見泉石の存在は大きく、雪の観察から図説の内容や人脈を駆使した跋文などの寄稿者の手配など、全体的な指導を果たしたものとみなされる。実際、「江戸時代の科學」（東京科学博物館、一九三四）においては「雪華図説」の著者を鷹見泉石としているほどである。また、「続・雪華図説」の跋文を書いている小松良翰のように、雪の観察を実質的に行ったと思われる利位の側近たちの尽力も大きかったと考えられる。

第三には、天明や天保などの時代において冷害による大飢饉が起こったように、当時の気候が極めて寒冷であったことから、古河や江戸、京都、大阪などにおいて、単に雪が降るということではなく、それが結晶の形を保って地表にまで落下していたということである。これは、現代的に考えれば、地上の気温が氷点下五度ないしはそれ以下の状態で、北海道の冬でも比較的、寒い気候に属するわけである。



「雪華図説」は古人の優れた業績である。古人の業績をたずねることは文化に触れることであり、文化に触れることは人々の存在価値を認識することになる。世界の国々の人々が自他の文化を大切にすることは、互いの国民の存在価値を理解し尊重することになり、無益な国家間の争いが避けられる。つまり、戦争は文化を破壊し、文化を尊重しない思想は戦争を招くことになる。ここに、文化の重要な価値と意義があると思われる。


本著を執筆するにあたり最も重要な資料となったのは、小林禎作著「土井利位＝記　雪華圖説＋續雪華圖説覆刻版　小林禎作＝雪華図説考」であった。この書は、今は亡き友人から生前に頂戴したものである。ここに謹んで謝意とご冥福を申し上げる次第である。


付録一　「雪華図説」原文
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付録二　「続雪華図説」原文
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